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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年12月17日(2015.12.17)

【公開番号】特開2014-147465(P2014-147465A)
【公開日】平成26年8月21日(2014.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-044
【出願番号】特願2013-17117(P2013-17117)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３１０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月28日(2015.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　前記発熱体に送風するためのファンと、
　前記発熱体を冷却した排気の排出方向を調整する風向き調整部と、
　前記排気を前記収納部に排出するための収納部向け排出口と、を更に備える、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のＸ線装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　Ｘ線可動絞り５０は、Ｘ線源４０の直下に備えられている。Ｘ線可動絞り５０は、図示
を省略するが、２対の可動制限羽根を有し、各対の可動制限羽根が、同一面内において直
交する２方向に開閉することでＸ線の照射野を調整する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　風向き調整部１７は、図４（ａ）及び（ｂ）に示すように、収納部１３の仕切り部１３
１の背面に連結されており、間隔を空けて配置された複数枚（図４では３枚）の風向き調
整板１７ａ－１、１７ａ－２、１７ａ－３と、風向き調整板１７ａ－１、１７ａ－２、１
７ａ－３を連動させて回転させる回転機構１７ｂと、回転機構１７ｂに回転駆動力を付与
する回転駆動装置１７ｃと、本体部１０に風向き調整部１７を固定するための固定支持体
１７ｄと、を備える。回転機構１７ｂは、歯付きベルト１７ｂと、各風向き調整板１７ａ
－１、１７ａ－２、１７ａ－３の一端に固定された歯車１７ｂ－１、１７ｂ－２、１７ｂ
－３とから構成される。回転駆動装置１７ｃにより歯付きベルト１７ｂが回転することに
よって、各風向き調整板１７ａ－１、１７ａ－２、１７ａ－３は、図４（ａ）に示す水平
方向と平行な位置から、図４（ｂ）に示す水平方向に対し角度を持つ位置に移動する（逆
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回転により、その逆方向の移動となる）。また必要に応じて風向き調整板の角度を変化さ
せることも可能である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　通常、熱源がある本体部１０内部の温度Ｔ１は、外側に面した収納部内の温度Ｔ２より
高く、第一閾値Ｔｈ１＞第二閾値Ｔｈ２に設定される。例えば第一閾値Ｔｈ１は、Ｘ線検
出器４の耐熱温度を目安に設定される。第二閾値Ｔｈ２は、正常な人体の体温相当である
ことが望ましく、例えば３６度前後に設定される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
（ステップＳ５）
　ステップＳ５は、本体部１０の温度Ｔ１が第一閾値Ｔｈ１より低く且つ収納部１３の温
度Ｔ２が第二閾値Ｔｈ２より低い場合の処理である。この場合には、前述の図４の（ａ）
に示すように、排気が収納部向け排気口１９ｂに向かうように風向き調整板１７ａ－１、
１７ａ－２、１７ａ－３の角度を調整する。制御部１４は、回転駆動装置１７ｃに対し、
上記風向きを達成するための回転量の指示信号を出力し、回転駆動装置１７ｃが回転する
。回転機構１７ｂを介して風向き調整板１７ａ－１、１７ａ－２、１７ａ－３の角度を調
整し、排気は、収納部向け排気口１９ｂから収納部１３内に排出され、その後、本体部１
０の外部へと排出される。その結果、第二閾値Ｔｈ２未満の温度で、収納部１３に収納さ
れたＸ線検出器４が温められる。本ステップ終了後、ステップＳ２へ戻る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
１：移動型Ｘ線装置、４：Ｘ線検出器、１０：本体部、１３：収納部、１６：ファン、１
７：風向き調整部、１８：吸気口、１９ａ：外部向け排気口、１９ｂ：収納部向け排気口
、２０：移動部、３０：支柱、４０：Ｘ線源、５０：Ｘ線可動絞り、６０：アーム、７０
：アーム支持部、９１：第一温度検出部、９２：第二温度検出部、１００：ヒータ
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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